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＜連絡事項＞

· インフルエンザ予防接種について、65歳以上の予防接種希望者（生活保護受給者・非課税者）に対し、市役所において書類手続き・申請が必要であることの説明を行っていく。また、それ以外の65歳以上の接種希望者は専用の用紙（水色）への記入が必要な為、後日担当委員が配布することとしている。

· 今日と明日の2日間、寺沢さん・大井さん(看護)の2名がローテーション研修のため来所。

· 今日と明日の医学会参加スタッフの追加変更あり。

10月9日（木）⇒中居、10月10日（金）⇒上野

· 10月13日(月)ボランティア養成講座の参加者が通所を見学予定。

· 10月27日（月）～10月30日(木)学術研究発表会のリハーサル予定。10月31日(金)までに学術研究発表会のパワーポイントを提出すること。

＜外来患者様情報＞

・　大久保　恒夫様～センナリドの下剤を飲む事で腹痛あるため、アローゼンに変更となっている。

・　平　　康子　様～夜中に食べることがあると話される。主治医から、食べ過ぎには気をつけるよう本人へ伝えている。体重67Kg　（前回測定時＋1.2Kg）

・　中居　松男　様～睡眠は、8時間くらいとれているとのこと。日中は、座っていると眠くなるとのこと。主治医からは、少しの昼寝であれば良いことやあまり無理をしないようにとのこと。本日、厚着をしていることについて尋ねると、帰りは寒いからと話されている。

・　船場　幸子　様～青山荘の部屋変えがあり、2階になったとのこと。2階でも大丈夫だと思うと話されている。主治医からは、階段には気をつけるよう伝えている。本日、目薬処方となっている。

・　鈴木　恵美子様～血圧148/86mmHg　眩暈はないとのこと。体重64kg(自己申告)　胃薬を自ら希望し処方されている。

・　山田　健次　様～特に変わったことはなく、風邪もひいていないとのこと。自宅では、ストーブを使っているとのこと。20時に就寝して6時起床とのこと。

・　上久保　善郎様～稲刈りには行かなくても良いとのこと。11月6日（木）青山荘退所予定となっている。

・　奥山　以衣子様～トマトとヨーグルトばかりを食べており、青風荘のスタッフにそれ以外のものも食べるように言われていると話されている。

・　大久保　康弘様～風邪はひいていないとのこと。睡眠や食事もとれているとのこと。口の渇きは良くなったと話される。以前、暗い場所にいくと不安になることがあったが、現在は良くなったとのこと。

･　長瀬　紘一郎様～エアロビクスについて尋ねると、笑っている。ヘルパーについては、「新井田のヘルパー」と話している。利用料については、市役所で払うとのこと。10月24日（金）平和病院受診予定。

・　柳町　信之　様～本日、受診予定だったが来られなかった。青明舎が訪問すると、居留守をしているとのこと。兄様に連絡するが連絡がつかないため、薬は処方し、青明舎で届ける予定。

・　中居　美津子様～パン作りをしているとのこと。パウンドケーキ作りは、週3回とのこと。本日、痛み止めと胃薬処方となっている。

・　江刺家　陽輝様～今朝、朝食後薬を飲み忘れたため、1回分処方されている。

・　富田　紀子　様～調子は良いとのこと。人形作りについては、30個くらい作っていると話している。

・　鹿原　博夫　様～特に変わったことはなく、順調とのこと。パン作りもできているとのこと。

・　前野　義勝　様～現在は、レストランにいるが、パウンドケーキ作りの方が良いと話される。チラシ配りは、行っていないとのこと。神経痛のため赤田外科に行っていると話されている。

＜通所利用者様情報＞
・　江刺家　陽輝様～朝食後薬服用し忘れたとの事で、外来受診し1包処方してもらうことを勧めるが「いいです。大丈夫です」と話される。必ず服用しなければいけない事を説明し外来へ連絡すると、テーブル伏し「駄目だ…」と握りこぶしを作りワナワナと震わせている。間違いは誰でもある事や間違わないよう気をつけるよう促すが、大きな音を立てて椅子を蹴って外来に向かっている。イライラ感や、その後の本人の様子について様子観察していき、話を聞いて行くこととしている。

・　岩織　由美子様～本日は利用日であるが、デイケアスタッフに「明日、お風呂に入ります」と伝え、いつのまにか所在不明となっている。青山荘へ連絡すると帰荘されているとの事。その後本人が来所され、もうデイケアにきませんから」「青山荘のスタッフにも言いました」と話される。青山荘に事実確認を行うとそのようなことは聞いていないとのこと。月曜日は外泊のため、火曜日に青山荘のスタッフからもデイケア通所を促すとのこと。

・　種市　久子　様～本日、雨が降るから休むとの連絡あり。明日、日赤の皮膚科を受診するため、午後からデイケアに行こうかと話される。来所時には、本人の話を聞き、生活状況の確認を行っていく。

・　柳町　信之　様～本日、外来に来られないため、外来より青明舎に連絡し、青明舎スタッフが自宅訪問を行っている。声を掛けても返答はないが、外鍵はあいておりチェーンロックがされていたとのこと。青明舎から兄様へ連絡をして、外来で処方された薬は、兄様に届けてもらう予定。通所でも柳町様の様子で気付いたことがあれば青明舎に情報提供していく予定。

・　袴田　隆裕　様～昨日、スタッフの所に話したいことがあると来られている。以前、借金の問題があり解決したが、その後も父様は働かず、お金が足りなくなることがあるとのこと。本人は、自己破産まで考えていると話される。母様と弟様は協力してくれるが、父様と兄様の協力は得られないとのこと。金銭の心配やストレスから最近イライラすると話されている。デイケアスタッフからは、自己破産の前に、まず、現在の状況を整理し、それを家族で確認してみてはどうかと伝えている。面談終了後は、話ができてすっきりしたと話されている。今後も、本人より相談がある時は傾聴し、不安の軽減を図っていく。

・　細越　定生　様～バイクをとめる場所について、南病棟前の駐車場は、面会に来た方が駐車する場所であることを伝えている。「父が南山苑に入所しており、面会に月2～3回行っている為、お金も払っているし駐車しても良いかと安易に考えていた」とのこと。「みんなに迷惑をかけるつもりもないし、気をつける」と話される。デイケアスタッフからは、南病棟前に駐車した場合は、必ずその理由等を話すように本人に伝えている。

・　大久保　恒夫様～本日外来受診し、下剤を服用すると腹痛があると担当医へ相談し下剤が変更となった事を報告されている。また、赤田外科で痛み止めを処方されており、その薬は飲んでいても大丈夫なのかと尋ねる為、デイケア終了後、薬局へ行き詳しく聞いてくるよう促している。

＜事例検討＞

平　京子様（54）統合失調症

デイケア利用期間：3ヶ月(H20.6.2～)

○治療計画

1 服薬への理解を促していく

2 社会資源プログラムを通して、社会資源活用能力の向上を図る。

○検討事項

治療計画の見直し

○現在の様子

[デイケア]

· プログラムには、拒否なく参加し、余暇時間は主にテレビを観て過ごされている。

· 他メンバーとは、適度にコミュニケーションをとることができている。

· 現在、服薬は自己管理している。チェック表と薬をスタッフに見せ、確認印をもらっている。(10月1日～)現在のところ、忘れることや拒否することなく行っている。

[青山荘]

· 青山荘退所後は、単身生活は困難なためグループホーム利用を検討している。

· 8月から疾病教室を行い、現在まで6回行っている。

· 疾病教室では、服薬や疾病への理解の乏しさ伺える。「薬を飲まなくても良い」「自分は、精神障害者ではない」「青山荘を退所したら薬はのまない」といった発言みられる。

· 社会資源として、ATMやバスの利用はできるようになってきている。

· 今後の対応について

· 治療計画については、服薬への理解を促すために個人面談を行い、服薬に対する考えを聞いたり、必要であればその必要性について伝えたりして行く。

· 継続して服薬していけるようにスタッフからも必要に応じ声かけをしていく。










